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安全対策について
①本大会において、下記の入場人数制限を行います。

　　【団体戦 :１ チームにつき選手３ 名、監督１ 名、付添者８名】の12名以内とします。

　　（※座席を必要としない、乳幼児は人数に含めません。また、自由席はありません）

②各日の出場受付時に、監督に入館証（ID）、選手付添者に入館証（リストバンド）を発行します。

③試合中以外の館内移動待機中は入館証 の着用をお願い致します。

④座席、控え場所における面の着脱時等、監督責任のもと管理し、各自消毒、衛生管理を行って下さい。

⑤食事は観覧席でお願いします。

⑥ケガ等に十分注意して下さい。

本大会ではウォーミングアップの時間を設けないため、竹刀を使わない準備運動を充分行っていただく

ようお願いします。

⑦運営は感染に関する注意喚起を行いますが、各自において感染対策を行って頂き、参加者が新型コロナ

ウイルス感染症等に感染しても一切の責任を負わないものとします。

⑧状況等により、開催内容の変更および大会を中止する場合があります。

⑨中止となった場合は、参加料は準備状況に応じた諸経費を差し引いて返金します。

⑩選手監督および保護者は本大会における対策および取り決めについて、同意の上出場するものとします。

⑪その他、当日の館内放送に注意して下さい。

準備等
①出場する試合の確認は、【出場決定通知書】のエントリー部門試合日試合場をよく ご確認下さい。

②選手は、なるべく 事前に着替えて来館して下さい。

③試合者の目印（紅白たすき）は、各自ご持参頂き着脱も行って下さい。

プログラムによるチーム番号の若い方を赤とします。

④試合者の名札は所属団体部分がチーム名(全道連登録名、略称可)と合致した、姓入りの明確に読み取れ

るものを使用して下さい。

　　（全道連に「○○中学」等、学校名で登録していない場合は「○○中」の名札は使用できません）

⑤少年剣士会員章（ワッペン）は、試合参加証であり、また、傷害保険証です。

選手は、ワッペンを剣道着右上腕部に、必ずつけて参加して下さい。

ワッペンの紛失は監督が大会本部室(B2階)にて再購入して下さい。付添者はB2階へ降りられません。

⑥選手の館内での履物について、アリーナ以外での館内外の裸足歩行は禁止されております。

スリッパ、運動靴等で移動をお願いします。トイレには裸足で入らないで下さい。

チーム毎にくつ袋を準備し、監督が管理して下さい。紛失盗難予防に、名入れ等の対策をお願いします。

⑦竹刀は竹刀スタンドを利用する等、チーム毎にまとめて監督が管理し、通路等をふさがないで下さい。

⑧本大会ではオーダー表は使用しません。

⑨入場行進は行いません。少年団旗、プラカード等は不要です。

⑩大会前日の会場内の下見はできません。また、両日共、物を置いておく事ができません。

両日共、完全撤去します。残された物は撤収し、遺失物として本部で預かります。

第59回 全国道場少年剣道大会

『 参加上の注意』

全道連 ウェブサイト にて順次 最新情報を掲載します。ご確認下さ い。

【  https://www.zendoren.org 】

出場者は必ず監督が引率し、事故防止並びに大会中選手の健康管理など、

全ての責任を持って下さ い。
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⑪館内備品の取り扱いにご注意下さい。

⑫監督選手は、開会式終了後、迅速に試合ができるよう、ご準備下さい。

試合順番の確認は当日配布するプログラム受領の後、直ちにご確認下さい。

試合の組み合わせは全道連ウェブサイトにも掲載します。

⑬日本武道館宛に前もって剣道具等の荷物を送り届ける事はできません。

帰りの宅急便については、大会期間中、中道場前テントにて午前11時より荷物の発送受付が可能です。

⑭退館の際は、席及び使用した箇所を清掃してご退館下さいますようお願いします。

食事
昼食が必要な者は各自で用意し、応援席でのみ飲食して下さい。

飲食後は各自、手洗い、消毒、座席の衛生管理を行って下さい。

ゴミはお持ち帰り下さい。

旗
今大会は、旗かけを禁止とします。

SSP
①選手は本大会においてSSPシール貼付の竹刀を使用して下さい。

②カーボン竹刀（樹脂製竹刀）は、今まで通り使用出来ます。

③試合前、竹刀の検品は行いませんが、該当竹刀以外の場合、

「全日本武道具協同組合」ブース（南口館内売店）にて対応して下さい。

選手の登録 変更
①補欠選手は認めません。

②登録時２名の場合は「中堅」をあけて「先鋒」と「大将」で登録して下さい。

③【出場決定通知書】発送後の欠員補充は、試合当日当該チーム第１ 試合開始までに、各試合場にて、選

手変更の手続きを行って下さい。ただし、オーダーの変更はできません。

④選手変更は監督が該当試合場の「選手変更届」用紙に記入頂き、審判主任又は試合場責任者の了承を得

て下さい。

尚、試合が開始されてから事故者等が出た場合は欠員のままで行います。

受付
①当日の出場受付は、午前７時30分(予定)より 日本武道館【正面西口前】で行います。

②受付は同封の【出場決定通知書】により、チーム代表者１名（付添者代理受付可能）が行って下さい。

③受付時に当日の入館証(IDリストバンド）を配布しますので、入館証を着用の上、

全員揃って入場待機列へお進み下さい。

④体調の優れない方や当日発熱のある方(37.5度以上)の参加はご遠慮願います。

入場
①日本武道館がある北の丸公園内への前日からの立ち入りを禁止致します。

②試合当日の選手、監督、付添者以外は日本武道館内には入れませんので厳守下さい。

③全来館者は、当日受付で配布する各日指定の入館証（IDまたはリストバンド）を必ず着用して下さい。

④入場口は、チームごとに割り当てられた指定席によって異なります。指定された入口より入場して下さい。

⑤監督は、団体１チームにつき１人の登録です。

⑥係員の指示に従い、混乱や事故の無いよう入場して下さい。

指定席
①厳正なるコンピュータ抽選により割り振ります。【出場決定通知書】に記載された指定席をご利用下さい。
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②座席指定をしているため、自由席は設けません。

③施設の規制強化のため、日本武道館内全ての場所で、シート類による場所取りの他、

観覧席以外いかなる場所でも荷物を置いておくことはできません。

準備運動
①ウォーミングアップの時間を設けません。

また、日本武道館 館内外、駐車場他北の丸公園含めて、竹刀を用いる練習を禁止します。

②各自準備体操を行い、ケガの無いよう十分注意して下さい。

開会式
①両日共、午前９ 時より開会式を行います。アリーナ（試合場）への整列は５試合目までの選手とします。

それ以外の選手は観覧席で開会式に参加して下さい。

②整列する選手、監督は午前８時30分までに地下２階招集場所（中道場）に集合して下さい。

選手は胴垂を着用の上、面小手竹刀靴袋を持参して下さい。点呼終了後、アリーナへ入場し整

列します。

整列時、面小手竹刀靴袋はアリーナ内の待機エリアに置いて下さい。

集合時間以降のアリーナへの入場は、式典の関係上ご遠慮頂きます。上記時刻までの集合にご協力下さい。

その他の選手は式典中に他の場所で準備運動などは行わないで下さい。

③進行の妨げとなりますので、上記のチーム以外の選手はアリーナに入場しないで下さい。

B2階アリ ーナ（ 試合場） について
①Ｂ２階アリーナ（試合場）に入場するには、「チーム受付札」が必要となります。（１回戦～３回戦終了まで）

必ずＢ２階招集場所（中道場）にて招集、点呼を受けて「チーム受付札」をお受け取り下さい。

　　※開会式にＢ２階アリーナで参加する第１試合（試合番号①）～第５試合（試合番号⑤）の選手は、地

下２階招集場所（中道場）で点呼を受けたのち、係員の指示に従い各試合場付近に整列して下さい。

②第６試合（試合番号⑥）以降の選手、監督の入退場は、試合番号順に下記の手順で係員の指示に従って

下さい。

応援席⇒【南西階段(下り専用)】⇒B２階(中道場)⇒アリーナ入口⇒アリーナ内待機エリア⇒

各試合場⇒退場⇒【南東階段(上り専用)】【北西階段(上り専用)】⇒応援席

※B２階への移動は、下り【南西階段(下り専用)】のみ。上りは【南東階段(上り専用)】【北西階段(上り

専用)】です。

③開会式終了後、試合番号⑥～⑧までのチームは招集場所のB２階中道場へ移動して下さい。

以降、試合の進行ごとにB２階招集場所の中道場にご集合願います。

(アリーナ内電光掲示板の各試合場の試合番号表記『＋６』で移動開始)

④一試合ごとの退場にご協力をお願いします。

消防法等の法令順守の観点から指定場所以外(B２階、廊下等)での待機は決して行わないで下さい。

⑤選手待機エリアが広くありません。また、竹刀、面の取り扱いが問題になっております。

｢竹刀スタンド｣等を用いて竹刀をまとめ、会場内の整頓にご協力をお願いします。

⑥廊下に脱いだ履物を置いておくことが禁止になりました。

試合場への入場時は各チーム、靴袋を準備頂きアリーナに持ち込み、靴の管理、履き替えにご協力下さい。

　　※B2階招集場所（中道場）へは、監督、選手４人揃って集合願います。

日本武道館 館内図等詳細につきましては順次、全道連ウェブサイト に掲載致します。

　　【https://www.zendoren.org】

応援
応援は拍手のみで行って下さい。
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試合について
①試合は３人制団体戦で各試合場、トーナメント方式により、全日本剣道連盟 剣道試合審判規則、審

判細則並びに本大会要項、申し合わせ事項に従って行います。

下記の遵守をお願い致します。

※試合者は試合中、面マスクかマウスシールドのどちらかを着用すること。

１ ，試合時間は小学生２分、中学生２分30秒、３ 本勝負で行い、勝敗の決しないときは引き分けとする。

２，勝者数、総本数が同数のときは、任意による代表者戦によって勝敗を決する。

代表者戦は小学生は２分、中学生は２分30秒の１ 本勝負とし、勝敗が決しない場合は、小学生２

分、中学生２分30秒ずつ時間を区切り、延長４回で１ 回３ 分の休憩を取り勝敗の決するまで行う。

３，試合者は鍔競り合いを避ける。接触した瞬間の引き技、及び体当たりからの技（発声を含む）は認める。

やむを得ず鍔競り合いになった場合、試合者はすみやかに分かれる。

　　　　（鍔競り合いは一呼吸３秒程度とし、剣先が触れない所まで下がる）

４ ，「上段の構え」、「突き技」については、（公財）日本中学校体育連盟剣道部申し合わせ事項に準じ禁

止する。

ただし、隻腕の場合は事前に大会本部に連絡すること。

５，竹刀の規格は全日本剣道連盟の規則に従う。ただし、小学生は111cm（３ 尺６ 寸）以内、中学生は

114cm（３ 尺７寸）以内の安全な竹刀を使用すること。

６ ，試合者はSSPシール貼付の竹刀を使用すること。

監督は責任をもって選手の竹刀が、試合ごとに適格かつ安全な竹刀であることを確認すること。

７，試合場は規則より狭く 設営してあるが（８ｍ×８ｍ）、「場外」の反則は規則通り適用する。

８，オーダーを間違えた選手を２本負けとする。オーダー違いが発覚した時点で２人が負けとなり、

チームの敗退が決定する為、関係者一同、オーダーを取り違えないよう充分注意すること。

チームの負けが決定した場合も試合は最後まで続行し、その試合以前の結果まではさかのぼらない

こととする。

②各試合場の１ 回戦目までにおいて、数回呼び出しても現れないチームがある場合は、次の試合を進めます。

３ 試合を待ち、それまでに現れない場合は不在チームの不戦負けとします。その間、対戦チームはその

場に待機していて下さい。

③各試合場の２回戦目以降は、数回呼び出しても現れない場合は不在チームの負けとします。試合進行に

ご注意下さい。

④交通機関等の事情により、上記の時間以上、試合場到着が遅れる場合は、大会委員長又は大会総務委員

長により判断致します。

⑤進行状況により試合場を変更する場合があります。場内アナウンスにご注意下さい。

表彰
①16試合場における上位各４ チーム(ベスト64)以上、敢闘賞(ベスト８)を順次、本部席横にて表彰します。

準備が出来次第、アナウンスしますので、お集まり下さい。

②表彰式は優勝～第３ 位(ベスト４ )までを表彰します。

その他
①日本武道館館内外、駐車場他北の丸公園含めて、稽古、素振りは禁止となっています。遵守下さい。

②廊下及びバルコニー他、北の丸公園内、駐車場内含めて、シート類ロープ等で陣を取ったり、そこで

飲食する事を禁止します。

③ゴミ類は、館内で捨てられません。お持ち帰り下さい。

④館内及び館外は一部指定喫煙場所を除き全面喫煙禁止です。指定場所以外での喫煙は一切できません。

ご協力下さい。

⑤館内の電気コンセントの使用はできません。また、館内の設備は大事に使用して下さい。

⑥館内外（駐車場含む）の事故、盗難等に一切の責任を負いません。
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⑦大会開催施設周辺での事故が発生したことがあります。充分ご注意下さい。

少年剣士が試合以外でも怪我をしないよう、また、子供たちだけで遊ばせないようくれぐれもご注意下さい。

※応援席からビデオカメラ、水筒等が落下する事故が増えています。大事故になりかねません。

危険ですので、手摺りに物を置いたり、手摺りを越えて物を扱うことは絶対にしないで下さい。

⑧本部に届けられた遺失物については大会期間中、本部席で預かります。

大会終了後は１ ヶ月間、事務局で保管します。その後は処分させて頂きますのでご了承下さい。

　※盗難には十分ご注意下さい。

　※主催者は大会中負傷疾病に対し応急手当をする他は一切の責任を負いません。試合者(選手）は少年剣

士会員章（ワッペン）の傷害保険が適用されますので、万一、傷害が発生した場合、本部に届け出て下

さい。

本大会の非常時対応について

自然災害に対する安全対策として、大きな揺れ等、危険と判断した場合は

直ちに試合を止め、係員の指示に従って行動して頂きますので、ご了承下さい。

個人情報およびビデオ等の撮影について

　※申込書により得られたデータは、プログラムの選手名掲載他、記念品制作等及び、剣道普及のために使

用することがあります。

　※大会の会場において、個人利用の目的でビデオ撮影等を行うことは差支えありませんが、営利目的又は

不特定多数の者に公開若しくは頒布する目的で、これを行うことは禁止します。ただし、メディア等が

事前に連絡の上、全道連から許諾を得て行う場合はこの限りではありません。

　※大会の会場等におけるビデオ撮影等は、これを禁止されていない場所で、大会の運営等を妨げないよう

な機材、方法によることとし、他人に迷惑を及ぼさないよう配慮して下さい。

　※フラッシュ等の使用による撮影は禁止します。

　※全道連が許可した報道機関等が撮影した写真や映像が新聞雑誌報告書および関連ホームページ等に

掲載や配信、販売されることがあります。

　※インターネット上で無断撮影の動画等を発見した場合、削除申請を行います。

監督の服装について

特に規定を致しませんが、相応しい恰好でお願い致します。

反倫理的行為 等の根絶について

剣道に限らず、他スポーツ団体においても近年取り沙汰されている反倫理的行為(暴力各ハラスメン

ト差別禁止薬物使用等)の問題に対して、全剣連が令和５年に倫理に関するガイドラインを改定し

ました。

本連盟と致しましても特に剣道を通して幼年から青少年の育成に携る立場である事から、これを真摯に

受け止め、根絶に向けて取り組まなければなりません。

指導者の皆様におかれましても、この事を充分留意され、剣道の理念を熟慮し、健全な活動と剣道の発

展にご尽力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

　　※選手監督および保護者は本大会の取り決めについて、同意の上出場するものとします。

万一事故や大きなトラブルがあった場合、大会が開催できなくなります。

＜大会が盛会かつ円滑に事故なく終了するよう ご協力をお願い致します＞

　　※開催や規則等、適宜変更する場合があります。

一般財団法人全日本剣道道場連盟 https://www.zendoren.org

公益財団法人日本武道館 https://www.nipponbudokan.or.jp
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『 人 望 』

奈良県

郡山剣道クラブ 小学５年生 原 田 一 路

ぼくには宝物があります。一枚の面タオルです。絶対に洗いません。絶対に

使いません。そう決めてから五年以上が経ちました。

ぼくは、出産の時のトラブルで仮死そして胎便吸引症候群になり、生まれて

しばらくの間、人工呼吸器で命をつながないといけないほど、肺が弱い状態で

した。この先を心配した両親は、肺が強くなってほしいと、水泳を習わせようと考えていたそうです。でも、

あるテレビドラマからぼくが剣道に興味を持ったため、「思ってたのと違う。」と、ぎょう天したのだと両

親から聞きました。さらに、今となっては失礼なことですが、母が言うには、ぼくがやりたいと思ったこ

とを応援したい気持ちと、実際に剣道を見たら、頭を叩かれるのが嫌だとか、音が怖いなどの理由で

あきらめるかもという気持ちを半分ずつ持ちながら、道場へ見学に行ったようです。その場でぼくが先

生に「剣道をやりたいです。」と即答した時には、横にいた母が少したじろいでいたのをうっすらと覚え

ています。

ぼくがあの時即答した理由は、本当に剣道をやりたいという気持ちがあっただけではなく、一人のお

兄さんの姿がかがやいていたというのもありました。その姿は今でもはっきりと覚えています。そのお兄

さんは、その時小学六年生になったばかりでした。何も分からないなりに、この人が小学生の中で一

番強い人なのかなと自然と感じるほどのオーラと、号令をかける少し低めの声が、ぼくにはとてもかっこ

よく映ったのです。

実は、ぼくには十年ほど憧れているスターがいます。元大相撲力士で、横綱を十四年も務めあげた人

です。知らない国にやって来て、大横綱になるまでの血のにじむような努力と心の強さが、本当にすごい

人なのです。元横綱の本やインタビューで「土俵の上では厳しく、土俵を降りたら優しい人に。」という

言葉がありました。このお兄さんもそうなのです。稽古の時は、下級生や同級生にもあかん事はあかん

と注意できて、真面目で自分にも厳しい人です。そして稽古が終わると、自分から皆に笑顔で声をかけ

に行って、メリハリをつけている人です。また、しっかり周りを見ていて、この子困っているなと瞬時に

判断して、さり気なくサポートできる人です。本当にかっこいいのです。

剣道をもっと知りたいと、ぼくは自分の稽古が終わった後、そのまま帰らずに、上級生の稽古をよく

見学しました。お兄さんはそんな時いつも「えらいな。がんばれよ。」と頭をなでてくれました。ぼくが

初めて出場した大きな試合では、出番直前のぼくの所まで一人でわざわざ来て、緊張をほぐしてくれまし

た。今も変わらず、ぼくの剣道の悪いクセをよく見て教えてくださっています。お兄さんは覚えているか

分かりませんが、小学校卒業時にぼくにプレゼントを渡してくれました。「一路くん、郡山剣道クラブで

一番大きな声出してがんばれ！大貴」というメッセージが書かれた面タオルです。嬉しくて、そのメッセ

ージが消えないように、面タオルが汚れないように、洗わない使わないと決めました。ぼくの御守りです。

元横綱や大貴先輩と同じことがどこまで出来るかは分からないけれど、ぼくは厳しさや優しさを持ち、

真面目にコツコツ取り組んで、少しでも仲間から頼りにしてもらえるようになりたいと思います。自分をふ

るいたたせるため、そして少しでも周りを盛り上げたいという思いで、誰にも負けないくらいの大きな声

を出して稽古をしています。たまには、同級生間でぼくから音頭をとって一緒に竹刀を振ったり、がんば

ろうなと声をかけたりしています。それでもまだまだ細やかな事に気づかない時もたくさんあるので、今

の自分はどうなのだと時 自々分と向きあって、剣道も己もみがいていきます。

第47回日本剣道少年団研修会（体験実践発表会）

最 優 秀 賞 者 作 品
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『 社会の一員と し て』

富山県

婦中町少年剣道教室 中学２年生 中 村 真颯弥

令和６ 年１ 月１ 日。僕は祖母の家にいた。突然、大きな音を立てて家が

揺れた。窓ガラスが割れ、水道からは泥水が出た。大きな地震は初めてだ

った。今まで何度も災害のニュースを見てはいたものの、どこか他人事で

「自分は大丈夫。」という気持ちがあった。しかし今回ばかりは、当たり前

だった日常が、あっという間に一変する現実を身に迫って感じた。日に日に明らかになっていく

被害の報道から目を離すことができなかった。その中でボランティアを募集していることを耳に

した。混乱を避けるため、県内の人でなければ参加できないということを知り、被災地に住む自

分にも何かできるのではないかと考えた。

富山県の中でも被害が大きかった、氷見市の災害ボランティアに参加することにした。初めて

の仕事は一人暮らしのおばあさんの家の片付けだった。周囲の液状化した道路や倒壊した家を見

て、「こんなところで僕にできることはあるんだろうか。」と不安になった。恐る恐る訪ねた僕を、

おばあさんは笑顔で迎えてく ださった。まだ余震も治まらず心細いと思われるのに、自分の不安

を表に出さず、相手を思いやって敬意を払ってく ださるおばあさんの姿を見て、いつも剣道で学

んでいる礼節を大切にする心を見た気がした。その姿を見て不安が吹き飛び「今、自分にできる

精一杯をしよう。それが相手に対する礼儀だ。」と強く 思った。できるだけ笑顔を心掛け、気持

ちよく 思ってもらえるよう立ち居振る舞いを意識した。作業する中で、おばあさんは僕を見て、

離れて暮らす孫を思い出して元気が出たと話してく ださった。帰り際には、何度も何度もありが

とうと言われた。僕も「ありがとうございました。」と心から伝えた。「こんな僕でも力になれる

ことがある。」と感じることができて、自分の方こそ感謝でいっぱいだった。

その後も、予定が合えばボランティアに参加した。土砂の掻き出しや災害ゴミの分別など、大

人の中に混じって活動した。僕は最年少だったが、高齢の人や女性よりは力があり、よく 力仕事

を任された。「にいちゃん、きっついね！なんかスポーツしとるがけ？」と声を掛けられ、「はい、

剣道で鍛えてます！」と答えると、場が盛り上がってうれしかった。「きっつい」とは、富山弁

で「力強い」という意味だ。たく さんの人と協力し助け合っての作業は、一体感や連帯感を強く

感じ、剣道で仲間と一緒に稽古する心地よい感覚に似ていた。自分の中に確かに剣道で培ってき

たものがあると感じた。

氷見市の避難所は、毎年、斎藤弥九郎大会が行われる体育館だった。僕にとって馴染みの場所

であったが、とても大会が開けるとは思えない状態だった。「今年の大会は無理だ。」と思ってい

たが、なんと３ 月に大会が開催されることとなった。信じられないスピードだった。県内外から

たく さんのチームが集まり、被害が大きかった氷見市で剣道できることに感動を覚えた。僕がこ

の場で剣道できるのは、たく さんの人の支えのおかげであると感謝の気持ちでいっぱいだった。

震災という大きな困難を前にして、そこから立ち直ろうとする人 、々それを支えようとする

人 、々たく さんの人の力があって一歩一歩復興へと向かっていることを体験した。そして微力だ

けれど、自分もその力の一つであることに誇りを感じ、社会の中でできることがあるという実感

を得た。これからの自分は、自分のことだけでなく 社会の中の一員であるという意識をもち、周

りの人や、地域の人のために、自分に何ができるかを考えながら、一歩一歩前に進んでいきたい

と思う。

第47回日本剣道少年団研修会 最優秀賞者作品
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第１ 回全日本少年剣道錬成大会（昭和41年７月31日）は、大麻勇次初代会長を始め、当時の役員一同の多大

なる努力により、幾多の困難を乗り越え盛大に開催するに至りました。

大麻初代会長はご自身の剣道生命をこの大会の開催にかけられ、時の佐藤栄作総理大臣に体当たりで面談、

「次代を担う少年の指導は、我が民族の生みの親、育ての親は、武道にあり、その表芸は剣道です」と陳情し、

佐藤総理大臣のご理解をいただきました。本大会の開催に際して、佐藤総理より激励の祝辞を頂く と共に、力

強い「魂」の揮毫を頂戴いたしました。開催に向けては幾多の苦難に直面したものの、大麻会長の斯道に対す

るご意志は強く、全国注目の中に正力松太郎武道館初代会長を始め、当時全日本剣道連盟会長であった木村篤

太郎先生方のご臨席のもと、国民体力づく り事業協議会、日本武道館と三者共催にて開催されました。

記念すべき第１ 回大会、少年剣士の範たらんと持田盛二範士十段、大麻勇次範士十段の堂 の々入場は誠に壮

観であり、他 錚 た々る先生方を迎えての模範試合、大麻範士十段に対して小川政之範士九段、紫垣正弘範士

八段、小沢武水戸東武館館長、小笠原三郎範士八段、佐 木々安夫教士八段のかかり稽古と切り返しの模範演武

等が示され、少年少女剣士育成の志のもと、かく して全日本少年剣道錬成大会は盛会にして意義高く 誕生いた

しました。

      

昭和41年 第１ 回 大麻 勇次
第１ 回全日本少年剣道錬成大会の開催。主催：日本武道館、全日本剣道

道場連盟、国民体力づく り事業協議会

昭和45年 第５回 大麻 勇次

全日本少年武道錬成大会 剣道之部 全日本少年剣道錬成大会（主催：日本

武道館、主管：全日本剣道道場連盟）として開催。（第５回から第９ 回ま

で）ハワイ選手が初参加し、日米紅白対抗試合の公開演武が行われた

昭和50年 第10回 小沢 丘 日本武道館、全日本剣道連盟共催で行われた

昭和51年 第11回 第１ 回 小沢 丘
カナダ、ブラジル、ハワイ、アメリカ、フランス、スイス、イタリア、スウェーデン、

韓国、台湾、シンガポールの参加により国際剣道大会を開催

昭和52年 第12回 第２回 小沢 丘
本大会より、当連盟の主催大会となる。高松宮両殿下のご臨席を賜る。

海外14カ国から選手が参加。この年より二日間の開催となる

昭和53年 第13回 第３ 回 小沢 丘
この年より、決勝トーナメントを行う。「真実」日本一を決める大会と

なった

昭和55年 第15回 第５回 小沢 丘
剣道界の代表的範士の先生方および全日本剣道選手権大会の第１ 回から

第27回までの優勝者、警視庁師範を元立ちに迎え、基本錬成が行われた。

昭和56年 第16回 第６ 回 小沢 丘 アメリカより日系二世、三世の少年剣士が特別参加

昭和60年 第20回 第10回 小沢 丘

全国大会20回を記念し、文部大臣より剣道道場普及発展に貢献した道場

主40名に対し、感謝状が贈られた。また、連続20回、大会に出場した道

場には記念品を添え表彰した。基本錬成では八段以上の高段者約60名に

よる少年剣士指導が行われた

昭和62年 第22回 第12回 小沢 丘
中学生の部に外国混成チーム（カナダ、アメリカ、西ドイツ、フラン

ス）が参加、小学生の部に香港東信館道場が特別参加

昭和63年 第23回 第13回 小沢 丘 外国混成チーム、香港チームの特別参加

平成元年 第24回 第14回 松永 光
香港、ハワイチームが三回戦進出（これまで海外チームは一、二回戦敗

退であった）

平成２年 第25回 第15回 松永 光

25周年を記念し、文部大臣から剣道道場の普及発展に貢献した道場主45

名に感謝状が贈られた。またこの年より優勝者に海外派遣の切符が贈ら

れることとなり、小学生の部 香月（鹿児島）、中学生の部 練兵館

（栃木）が優勝、台湾に向かった

全国道場少年剣道大会（ 全日本少年剣道錬成大会）のあゆみ
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      

平成３ 年 第26回 第16回 松永 光 練兵館、中学生の部 ５連覇達成

平成７年 第30回 第20回 松永 光

開催30回を記念し、秋篠宮殿下、同妃殿下のご臨席を賜り、与謝野馨文

部大臣他多数の来賓を迎える。大会30回出場（10団体）、これまで貢献

のあった団体企業（25団体）を表彰。剣道普及にあたられた道場主に対

し、文部大臣感謝状が贈られた。文部大臣杯下付。練兵館中学生の部３

連覇、小中同時優勝

平成８年 第31回 第21回 松永 光

橋本龍太郎総理大臣を来賓に迎える。総理自ら剣道具をつけ、昨年小学

生の部優勝の栃木県練兵館の剣士に指導稽古を行った。以後、数年に渡

りこの指導稽古が続く

平成９ 年 第32回 第22回 松永 光
中学生個人の部 茨城県いばらき少年剣友会 雨谷武蔵選手、大会初の

個人戦連覇

平成11年 第34回 第24回 松永 光 中学生個人の部 岡山県福田道場 勝見健太選手が連覇

平成13年 第36回 第26回 松永 光 練兵館中学生団体の部連覇。通算10回目の優勝

平成17年 第40回 第30回 橋本 龍太郎

第40回を記念し三日間に渡り開催。大会二日目、第30回全日本選抜少年

個人錬成大会と共に、各道場から１ 名ずつ代表選手が出場する第40回記

念全日本少年個人錬成大会が行われた

平成19年 第42回 第32回 代行 中村鶴治 日タイ修好120周年にともない、タイプーケットより小中学生が参加

平成20年 第43回 第33回 小坂 憲次
寛仁親王殿下第二女子、瑶子女王殿下のご臨席を賜る（以来、現在まで

毎年ご臨席を賜っている）。ブラジルより剣士を招待

平成25年 第48回 小坂 憲次
全国道場少年剣道大会へ名称変更、個人戦、道場対抗同時開催へ移行。

中学団体の部東松舘道場３ 連覇、小中同時優勝

平成27年 第50回 小坂 憲次

第50回記念大会とし三日間に亘り開催。小中学生団体の部と共に、二

日目に小中学生、男女計４ 部門の個人戦（会員各道場２名以内の自由参

加）を行い計3614名が集った。初日開会式には瑶子女王殿下、下村博文

文部科学大臣（当時）のご臨席を仰ぎ、連続50回出場５団体を表彰、少

年剣道普及貢献道場、および貢献団体に感謝状を贈った。二日目開会式

には再度瑶子女王殿下のご臨席を賜り、高市早苗総務大臣もお越し頂き

盛大に執り行われた

平成28年 第51回 小坂 憲次

全米剣道連盟選出による中学生代表チームを招聘、その他、台湾から

の参加を得て開催。小学生の部で昭島中央剣友会が、中学生の部で東

松舘道場がそれぞれ連覇を果たした

平成29年 第52回 下村 博文
サイパン、米国チームが出場。小学生の部で洗心道場が初優勝。中学

生の部は九好会が４ 度目の優勝

平成30年 第53回 下村 博文 海外からメキシコ（小）、アメリカ（中）、台湾（小中）が出場

令和元年 第54回 下村 博文 海外からアメリカ（中）、台湾（中）が出場

令和３ 年 第55回 下村 博文

東京オリンピックパラリンピック2020開催により日本武道館が利用

不可となり、会場をおおきにアリーナ舞洲（大阪府）に移して開催。

令和２年度大会が新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け中止とな

り、翌令和３ 年７月28日、29日、入場規制に伴い３ 人制団体戦により

実施を計画したが、同感染症の状況を鑑み延期。令和４ 年１ 月５日、

６ 日、全国道場少年剣道選手権大会（第45回小中学生男子の部）

（第38回小中学生女子の部）と併催により実施した

令和４ 年 第56回 下村 博文
開催地を日本武道館に戻し、３ 人制団体戦により実施。海外からサイ

パン（小）が出場

令和５年 第57回 下村 博文 海外からアメリカ（中）、台湾（小中）が出場

令和６ 年 第58回 下村 博文 海外からアメリカ（中）、台湾（小中）が出場

全国道場少年剣道大会（全日本少年剣道錬成大会）のあゆみ

71







一般財団法人全日本剣道道場連盟は、剣道を愛し、少年少女を育成する全国各地の団体の、真摯な活

動を支援し環境を整えることを原点と考えています。

平成25年４ 月１ 日、内閣府より一般財団法人への移行認可を受け「一般財団法人全日本剣道道場連

盟」として登記致しました。支援団体である日本財団、段位等の統括団体である全日本剣道連盟等の協

力を得て運営されています。加盟団体の皆様の、少年少女剣道に対する意見を、対外に力強く 発表する

団体として認識頂く とともに、少年少女剣道普及の推進団体として、より成長するよう努めて参ります

ので、皆様のご指導ご鞭撻をお願い致します。

主な事業

①講習会研修会
※全国選抜少年剣道合宿錬成会

各都道府県支部より選考された小中学生剣士を対象に、毎年４ 月１ 日から４ 日までの３ 泊４ 日の

日程で、全日本少年剣道錬成会館にて行われています。普段の環境と異なる場所で、講師や新し

い仲間と寝食を共にし、正しい剣道を学び団体生活を体験します。この体験が、今後の人生や剣

道に活かされることを期待しています。

※剣道指導者研修会

この研修会は、毎年２回（11月３ 月）、加盟団体の指導者の技術と指導力の向上を図る目的で

開催されています。全日本少年剣道錬成会館にて２泊３ 日、講師と参加者が寝食を共にして修錬

します。

参加者は約50名。内容は剣道の基本、剣道形、木刀による剣道基本技稽古法、講話等です。

※地区剣道道場指導者講習会

この講習会は、本部と各地区との意見交換、地区間の交流、地区道場主指導者に対する少年指

導法の充実を図り少年剣道の普及発展を資するため、毎年数ヶ所、開催可能な県で行われていま

す。内容は主管する支部において決まりますが、主に剣道形、木刀による剣道基本技稽古法、審

判法、基本稽古によって実施されます。

※京都会員講習会

全日本剣道連盟主催の全日本剣道演武大会（京都大会）に合わせ、開催期間中、京都武道センタ

ーにおいて、加盟団体の指導者の技術の向上、発展、交流を図るために開催されます。講師は教

士八段以上60名、参加者は300名を超えています。地方の会員は日頃接することのできない先生

方との稽古を楽しみ、自己研鑽に努めています。

②剣道大会
※各都道府県道場少年剣道大会（全国大会予選）

　　　（旧各都道府県少年剣道錬成大会）４月～６月中旬順次開催

毎年、小中学生延べ三万人の参加があります。各都道府県内の、少年少女剣士同士の技術錬磨

の場であり、また、団体戦の全国大会である「全国道場少年剣道大会」および個人戦の全国大会

「全国道場少年剣道選手権大会」の予選会を兼ねて開催され、各都道府県の少年少女剣道の普及

および発展に寄与しています。

一般財団法人 全日本剣道道場連盟 事業内容
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※全国道場少年剣道大会（旧全日本少年剣道錬成大会）

毎年夏に日本武道館において２日間にわたり開催される大会です。

この大会は「少年少女剣士の甲子園」とも言われ、全国の少年、少女たちの目標の一つとなって

いる大会です。宮様のご臨席と、文部科学大臣を始め多数の来賓のもと、応援も含めて入場者

一万人を超えます。

※全国道場対抗剣道大会（旧 全日本都道府県剣道道場対抗大会）

師弟同行の精神を主眼にしており、チームは先鋒小学生、次鋒中学生、中堅高校生以上29歳以下、

副将30歳以上、大将40歳以上によって構成されます。道場の先輩後輩指導者が一致団結して

臨む大会であり、各道場間の交流の場ともなっています。開催は各都道府県支部による持ち回り

で行われます。

※全国道場少年剣道選手権大会

　　　【小中学生男子の部、小中学生女子の部】

　　　（旧 全日本選抜少年剣道個人錬成大会／全日本小中学生女子個人選抜剣道錬成大会）

全国道場対抗剣道大会と同日に開催されます。旧 全日本少年剣道錬成大会と共に日本武道館で

行われていた全日本選抜少年剣道個人錬成大会が、全日本小中学生女子個人選抜剣道錬成大会

と併合し、全国道場少年剣道選手権大会として大会名が改められました。

男女別による小中学生の個人戦（全４ 部門）で、各都道府県で予選会を勝ち抜いた有力選手が

力を競い合い、実力伯仲の試合が展開されます。

※レディース剣道大会

女性剣士の更なる増員と、生活に活力と潤いを補うとともに、大会を通じて親睦と交流を図るこ

とを目的とし、平成10年より開催しています。チーム構成は１ チーム３ 人制で、道場連盟加盟団

体以外にも門戸を開き、オープン大会として女子剣道界の発展に寄与しています。開催当初は２

部門（35才未満の部、35才以上の部）によっての実施でしたが、平成24年度大会より年齢の細分

化を図り始め、現在はジュニアの部（先鋒中堅：小学生大将：中学生）、30歳未満、30歳以上

45歳未満、45歳以上60歳未満、60歳以上の５部門で開催されています。

③剣道少年団
剣道を通した少年少女の健全育成を目的にしています。日本剣道少年団研修会、海外少年剣士との

交流等を行います。

※体験発表

剣道から学んだ体験をスピーチ形式で発表します。予選会である各都道府県研修会から各地区研

修会を経て、全国大会（日本剣道少年団研修会）に参加します。全国研修会において最優秀賞を

受賞した者（小中各１ 名）は、同年夏に日本武道館にて開催される全国道場少年剣道大会にお

いて、参加者来場者一万人の前で発表します。毎年、最優秀発表者は力強く 発表し、多く の観

客に感動を与えています。

※書道展

上記体験発表の全国大会にあわせて、文武不岐の精神で、書道展が行われます。毎年12月に課題

手本を発表し、作品を募集します。応募作品の中から厳正なる審査によって入賞作品が選ばれま

す。体験発表全国大会の会場において、入選作品の展示および表彰を行います。毎回約3,500点

の作品が集まり、900点あまりを入賞としています。

※剣道少年団表彰

少年団活動を積極的に行った少年団および団員指導顧問を、年度ごとに表彰します。支部の推

薦により本部にて選考し、表彰楯は、各都道府県大会などにおいて授与されます。

※海外交流

全国道場少年剣道大会、全国道場少年剣道選手権大会および日本剣道少年団研修会（体験発表）

の各優勝者を海外に派遣し、現地の少年少女剣士との交流稽古、交流試合を行っています。これ

までにブラジル、ハワイ、台湾、韓国、ヨーロッパ諸国に派遣致しました。また、過去にタイ、
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ブラジル、アメリカより少年少女剣士を日本に招聘し、海外に代わり国内でも国際交流の場を設

けました。

④全日本少年剣道錬成会館
昭和60年（西暦1985年）、約2,000団体の道場主と約100万人の少年少女剣士の浄財をもとに、当時

の日本船舶振興会（現在の日本財団）の補助金や全日本剣道連盟の協力を得て、東京都日野市に設

立されました。

50名ほどの宿泊施設を擁しており、現在は各講習会、加盟団体の合宿や、少年少女婦人一般対

象の剣道教室を開き、広く 一般にも開放しています。

⑤都道府県支部等の少年剣道大会並びに講習会等の後援事業
各支部主催による少年剣道大会、講習会、また、各道場における記念大会等の後援事業を行ってい

ます。

⑥少年少女剣士会員章
全道連会員道場の門下生として、名簿が提出された少年少女剣士に会員章（ワッペン）を配布しま

す。剣道衣右上腕部に縫い付けて使用します。全日本剣道道場連盟が主催共催後援する大会に

おいて装着が必要となり、登録者が偶然な事故により怪我をした場合は、申請の上、傷害保険が適

用されます。保険の有効期間は各年４ 月２日から翌４ 月１ 日まで。各都道府県支部で名簿を取りま

とめの後、各道場へ直接会員章を発送します。

⑦道場災害補償制度
万が一の損害賠償に備え、加盟団体を救済するための保険制度です。年間5000円の掛け捨てで、対

人対物限度額１ 億円、自己負担額ゼロ（免責額なし）（平成21年４ 月１ 日現在）毎年11月に新

規更新のご案内をしています。傷害発生によって支給される通常の傷害保険と異なり、指導上の

過失が発生して被害者から請求を受けた場合に支給される、道場主保護の保険です。

⑧入会脱会等手続
各都道府県支部を経由して行います。入会希望団体は、必要書類、入会金、年会費を各都道府県支

部に確認の上、所定の用紙を支部に提出します。各届け用紙は、全道連のＷＥＢサイトからもダウ

ンロードできます。

⑨WEBサイト
情報発信の場として、平成29年度にモバイル対応を含めた大幅リニューアルを行い、道場連盟の活

動や大会の記録、各支部の連絡先などの情報を公開しております。

https://www.zendoren.org

平成19年度に、加盟道場より提出頂いた情報をもとに「道場検索ページ」を

開設。各道場の代表者や所在地、稽古日程や道場の理念などを紹介しています。

　　　　　　　　　　　　　　（随時更新 令和７年３ 月現在 約2,200道場掲載中）

一般財団法人 全日本剣道道場連盟

本部事務局

〒143-0011 東京都大田区大森本町1-2-8武道場内

 TEL：03-5493-7080 FAX：03-5493-0220

 Email：dojo@zendoren.org
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